
参考様式第１及び参考様式第４の別添３

★ D 15 - 2 - 1

2　事業内容

3　費用

・＠80万円／号×３号＝2,400千円

※ この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※

釜石を訪れたあるいはこれから訪れようとしている来訪者に対し、復興の情報を積極的に発信し
て、人やものの交流を一層促進することにより産業振興及び経済の活性化につなげるため、釜石
の復興状況やがんばっている水産業者、仮設店舗、観光情報などを掲載したパンフレットを作成
する釜石・大槌地域産業育成センターに対し補助金を交付する。

釜石・大槌地域産業育成センターの「釜石は、今｣パンフレット作成費用を助成する。
・８頁フルカラー
・発行：季刊（１０月・１２月・３月）
・部数：1,000部×３号＝3,000部

細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 細要素事業名 釜石復興情報発信事業

１　事業概要・目的



参考様式第１及び参考様式第４の別添３

★ Ｄ 17 - 3 - 1

※ この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 細要素事業名 三次元土地利用計画図作成事業

　復興まちづくり協議会・地権者会等の住民説明の場において、土地利用計画に対する理解を深めるとと
もに、合意形成を促し、復興事業の推進に資するよう、三次元土地利用計画図を作成する。
【事業概要】
　ＶＲデータ作成



参考様式第１及び参考様式第４の別添３

★ Ｄ 23 - 2 - 1

※ この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 細要素事業名 捕捉土砂採取地調査事業

細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　盛土土砂採取地の選定、同地に係る測量、調査、設計等を実施する。
【事業概要】
１　現地発生土調査
　・釜石市内及びその周辺で発生する土質材料の発生量調査
　・盛土材としての利用可能性評価
　・一次選定
２　現地発生土砂及び新規選定場所（一次選定）における土質性状調査
３　必要材料条件の検討
　・各地区の造成又は関連工事に必要な土質材料の量、質、場所、必要時期等を整理し、
　　各地区に適した土質材料及び盛土条件を検討
４　盛土材料採取地詳細比較検討
　・造成時期、盛土条件（採取地、盛土材の量及び質）から不足材料の採取地を選定
　・採取地の有効利用可能性を踏まえた比較検討の実施
５　４で選定された有力案について、材料採取、運土計画、材料流用、材料調整（粉砕、
　　ふるい、ブレンド）計画を立案
６　材料調整設備実施設計
　　材料製造に必要な破砕設備、ブレンドヤード、濁水処理設備、給排水設備、受電設備等の
　　設備配置計画及び設備設計



参考様式第１及び参考様式第４の別添３

★ Ｄ 23 - 2 - 2

※ この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　復興工事に係る工事用車両の効率的な運搬経路を確保するための検討を行うとともに、工事終了後に
おける防災ネットワークの構築を検討する。
【事業概要】
１　計画準備
２　現地踏査及び資料収集、整理
３　工事用車両運搬路検討
　・土地利用計画対象箇所に関わる道路状況（幅員、幾何構造、沿道状況等）を整理し、
　　工事用車両運搬路選定における課題抽出
　・対象とする工事用車両、各地区の必要台数、幾何構造、留意事項等、工事用車両運搬路の
　　計画条件を設定
　・各地区における発生土量と必要土量をとりまとめ、経済的な土配計画を検討
４　工事用車両運搬路計画検討
　・経済的及び効率的な工事用車両運搬路のルート選定
　・新設工事用車両及び既存道路の局部改修などの改修計画の立案
　・選定した運搬路について、概略図面作成及び概算工事費算出
５　事業間調整
６　防災ネットワークの概略検討
　　工事用車両運搬路について、避難路や緊急時の輸送経路等、将来的な防災ネットワークの
　　活用方法について検討

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 細要素事業名 工事用道路利用円滑化検討事業



参考様式第１及び参考様式第４の別添３

★ Ｄ 23 - 2 - 3

※ この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　災害危険区域の指定により土地利用が制限される集団移転跡地について、非買収者用地のニーズや
要望、市買収地の活用意向等を把握し、土地の有効利用のための跡地利用計画の策定、事業家に向け
た調査設計、換地設計、測量等の調査を実施する。
【事業概要】
１　意向調査等の実施・分析
　・災害危険区域における非買収者の意向調査及び分析
　・市買収地における活用意向調査（関係機関ヒアリング等）
　・土地活用情報図作成
２　移転跡地環境整備方針の検討
　・基本方針
　・土地利用の方針
　・施設整備の方針
　・移転跡地環境整備方針図の作成
３　整備方針等に関するヒアリング調査の実施
　・学識経験者へのヒアリング調査
　・関係機関へのヒアリング調査（需要調査）
４　跡地利用モデルスタディの検討
　・土地利用計画
　・施設整備計画
　・事業化方策の検討
　・整備計画案の作成

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 細要素事業名 集団移転跡地利用計画策定事業



参考様式第１及び参考様式第４の別添３

★ Ｄ 17 - 3 - 2

※ この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

事業番号 細要素事業名 釜石市復興まちづくり連携道路調査事業

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

　東日本大震災の津波により、市内では多くの道路が浸水・通行不能となり、孤立する地域・集落が発生
した。
　本事業では、東日本大震災を教訓として、防災機能も踏まえた道路整備が図られるなか、復興計画と道
路計画の調整も踏まえ、既存の都市計画道路も含めた市全体の道路ネットワークの見直しを図る。
【対象路線】
　①鵜住居７号線、②片岸－日の神線、③日向－神の沢線、④中妻駒木線、⑤鈴子町１号線、
　⑥鈴子町５号線、⑦平田源太沢線、⑧平田17号線、⑨平田バイパス（新設検討）、
　⑩唐丹20号線、⑪唐丹78号線、⑫石塚道路（新設検討）
【事業概要】
　復興まちづくり連携道路ルート検討業務


